
平成25年度
計根別農協青年部お歳暮ギフト発送

今年も青年部が一丸となり心をこめて送りました!!（939セット）
ご協力誠にありがとうございました。
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振り返って １月

６月

５月

４月

３月

２月

ウインターパークゴルフ

Ｊ
Ａ
女
子
職
員
が

成
人
式
後
に
来
所

青年部講習会「ポリシーブック」について

女性部「アレンジメント講習会」

全
国
優
良
検
定
員
表
彰

農協と青年部・女性部との意見交換会

『計・中』雪中遠足

農
協
功
労
者
表
彰

佐
藤
参
事
が
受
賞

女
性
部
通
常
総
会

長
谷
川
部
長
他

Jr
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ク
ラ
ブ
総
会

青年部総会
久保部長をはじめ
新体制

Ｈ
25
家
族
協
定

調
印
式

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

根室Ｂ＆Ｗショウ
リザーブチャンピオン

星野淳氏とゴールドウィン号
第65回ＪＡ計根別

通常総会

計根別農協畜産総合共進会

Jrホルスタインクラブ
学習会

モアン入牧
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平成25年を

12月

７月

９月

８月

11月

10月

１日ホクレン

ＴＰＰ抗議に伴う
北海道総決起大会

ステップアップ講座
「アルーダ展示場」にて

渡辺牧場にコロッケが
やって来た

根室ホルスタイン共進会

新規就農者の３戸が
仲間入り

ル
ピ
ナ
ス
大
成

エ
ト
ス
修
祓
式

計根別神社祭  素人演芸大会

北海道肉用牛
共進会出品青年部お歳暮ギフト発送

Ａコープ大売出し

ディナーパーティー

秋の大収穫祭＆地域交流会

地域発信型映画
「トップをねらえ！」

撮影

ＪＡ計根別Ｂ＆Ｗショウ
本別酪農同志会が７連覇

地区別懇談会

計根別新そば祭り

乳改連講習会
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ＪＡ計根別青年部
 乳製品お歳暮ギフト発送！

　

乳
製
品
消
費
拡
大
を
謳
い
展
開
し
て
き
た
乳
製
品
お
歳

暮
ギ
フ
ト
事
業
で
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て

九
三
九
セ
ッ
ト
の
ご
注
文
を
頂
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
さ
ん
か
ら
親
類
、
友
人
、
関
連
企
業
へ
と
広
が

り
乳
製
品
消
費
拡
大
の
輪
も
大
き
く
な
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

普
段
の
酪
農
業
と
違
い
、
慣
れ
な
い
作
業
…
箱
詰
め
作

業
等
で
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
青
年
部
全
員
で
一
致
団

結
し
十
二
月
二
日
～
四
日
の
三
日
間
で
お
歳
暮
を
無
事
発

送
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
青
年
部
の
消
費
拡
大
事
業
に
ご
協
力
と
ご
鞭

撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
《
青
年
部
事
務
局　

石
川　

将
貴
》

年部　　　版

厳しいチェックの元木君
そう簡単には通しませんよ…

丁
寧
に
作
業
を
行
う
斉
藤（
剛
）君（
左
）と

武
将
髭
味
元
君（
右
）

鮭＆鹿野セット入りまーす

発送を終えた喜びを♪choo choo train♪で

丁寧に、丁寧に…
それよりもその頭巾が気になっちゃう！
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ディナーパーティー
北海道を

もっとも～
っと

食べよう 　

北
海
道
毎
や
牛
乳
・
乳
製
品
を
は
じ
め
、
道
産
・
管
内
産
の
食
材
を
地

方
か
ら
呼
び
掛
け
、
生
産
者
の
現
状
と
想
い
を
伝
え
る
為
、
今
年
も
『
北

海
道
を
も
っ
と
も
～
っ
と
食
べ
よ
う
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
』
が
十
一
月

二
十
二
日
（
金
）
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
室
地
区
の
青
年
部
連
絡
協
議
会
、
女
性
協
議
会
、
酪
農
対
策
協
議
会

の
三
つ
の
団
体
が
主
催
し
、
当
Ｊ
Ａ
の
青
年
部
長
、
女
性
部
長
、
事
務
局

で
お
手
伝
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
が
来
場
し
て
頂
き
、
各
Ｊ
Ａ
女
性
部
合
同
で
作
り
ま
し
た

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、
テ
ィ
ラ
ミ
ス
等
が
振
る
舞
わ
れ
た
り
、
別
海
ミ
ル
ク

ガ
ー
ル
の
歌
等
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
行
わ
れ
た
来
場
者

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
に
計
根
別
農
協
か
ら
青
年
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
を
景
品
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
青
年
部
事
務
局　

石
川
》

満員御礼です

ブースのお手伝いの久保部長
久保部長、見すぎです。

そんなに見たって食べさせませんよ！

ミス道産米（右）と
地区青協副会長黒澤さん（左）

黒澤さんもっと寄って！

地区女性協特製ティラミス
美味しそう！

別海ミルクガールのステージ
子供たちに大人気！

待ちに待った抽選会

お
米
マ
ン
vs
ウ
シ
く
ん

将来の夢はミルクガール！！
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ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
、

結
果
は
…

レディースフェスタ平成２５年度
　

十
二
月
六
日
（
金
）、
女
性
部
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ

ェ
ス
タ
」
が
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
（
計
根
別
）
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

部
員
四
十
八
名
と
来
賓
と
し
て
西
塚
組
合
長
・
佐
藤
参
事
・
中
瀬
部
長
・
須

崎
部
長
に
も
お
越
し
頂
き
、
各
支
部
が
手
作
り
で
料
理
を
持
ち
寄
り
、
料
理
の

紹
介
や
ゲ
ー
ム
、
各
支
部
や
個
人
で
作
っ
た
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
各
支
部
の
メ
ニ
ュ
ー
は
計
根
別
支
部
「
麻
婆
豆
腐
」、
上
標
津
支
部

「
レ
ア
チ
ー
ズ
」、
養
老
牛
支
部
「
肉
味
噌
の
せ
湯
豆
腐
」、
大
成
支
部
「
肉
団

子
汁
」、
本
別
支
部
「
ア
ッ
プ
ル
ヨ
ー
グ
ル
ト
ケ
ー
キ
」
と
「
ク
レ
メ
・
ダ
ン

ジ
ュ
」、
長
谷
川
希
美
さ
ん
か
ら
は
「
お
漬
物
」
と
「
ア
イ
ス
・
フ
ル
ー
ツ
（
ヨ

ナ
ナ
ス
）」
を
出
品
頂
き
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
ヘ
ル
シ
ー
で
、
美
味
し
そ
う

な
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
ま
し
た
。

　

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
、
会
話
も
楽
し
ん
だ
後
は
、
五
〇
円
玉
二
枚
を
使
っ

た
「
一
発
千
金
」、
ス
リ
ッ
パ
を
長
い
距
離
で
飛
ば
す
「
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
」、

何
を
書
い
た
か
あ
て
る
「
絵
ス
チ
ャ
ー
」
を
行
い
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

沼
倉
亜
季
》

集合写真

支部長による料理紹介

ホクレンさんから
ユメピリカのご提供

「おいしー！」

各
支
部
出
品
料
理

美
味
し
く
頂
き
ま
し
た

絵
ス
チ
ャ
ー
、

描
け
た
カ
ナ
？

50
円
玉
ゲ
ー
ム
、

勝
っ
た
３
人
で
す
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さくらほりきりのクリスマスシリーズ作
品
作
り

　

十
一
月
二
十
六
日
（
火
）、
農
協
二
階

和
室
に
て
部
員
十
五
名
が
参
加
し
、
さ
く

ら
ほ
り
き
り
：
ク
リ
ス
マ
ス
シ
リ
ー
ズ
の

「
布
押
絵　

リ
ー
ス
飾
り
～
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
～
」「
ち
り
め
ん
根
付
き　

ス
ノ
ー
マ

ン
と
ツ
リ
ー
」「
か
ん
た
ん
押
絵　

ス
ノ

ー
マ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
三
つ
の
中
か

ら
選
び
そ
れ
ぞ
れ
作
り
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
の
で
作
業
は
単

純
で
し
た
が
、
な
か
に
は
パ
ー
ツ
が
多
く

大
変
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
途
中
に
休

憩
を
と
り
な
が
ら
も
夢
中
に
な
っ
て
作
業

し
て
い
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
予
定

し
て
い
た
時
間
内
に
完
成
し
「
ク
リ
ス
マ

ス
が
楽
し
み
に
な
る
ね
」
と
話
し
合
い
な

が
ら
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

沼
倉
亜
季
》

第41回 別海町酪農女性のつどい

布押絵　リース飾り
～ポインセチア～

ちりめん根付き
スノーマンとツリー

かんたん押絵
スノーマンのクリスマス

　

十
二
月
三
日
（
火
）、
別
海
町
中
央

公
民
館
に
て
行
わ
れ
た
『
第
四
十
一
回

別
海
町
酪
農
女
性
の
つ
ど
い
』
に
部
員

七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
根
室
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
榎
田
純
子
氏
が
「
知
恵
と
技

で
我
が
家
の
野
菜
を
食
べ
つ
く
そ
う
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
頂
き
、
昼
食
を
と

っ
た
あ
と
午
後
か
ら
は
「
家
庭
菜
園
上
手
に
保
存
お
い
し
く
食
べ
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
実
演
を
行
い
『
か
ぼ
ち
ゃ
ど
ら
焼
き
』
と
『
か
ぼ

ち
ゃ
巾
着
』
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
家
庭
、
グ
ル
ー
プ
等
で
作
っ

た
作
品
の
展
示
や
女
性
部
活
動
の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
手
際
が
良
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
し
て
い
た
の
で
、
予

定
の
時
間
よ
り
三
十
分
以
上
も
早
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。　
《
事
務
局　

沼
倉
亜
季
》

作業のようす

作
品
展
示

普及センター：榎田純子氏
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「深見課長、献血やりましょう…！！」
「俺、怖いからいやだよ！！」

「課長は何型ですか？」
「そりゃ～見ての通り、几帳面なO型ですけど！！」

「何か問題でも？？？」

「
ス
ミ
マ
セ
ン
」

「
本
当
は
ビ
ビ
リ
ン
チ
ョ
の

Ｏ
型
で
し
た
…
」

今月の42歳にして
初献血の深見課長
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農業者年金を受給している皆さまへ
平成25年分の「公的年金等の源泉徴収票」の送付について

　農業者年金の平成 25 年分の「公的年金等の源泉徴収票」は、受給者全員に、「独立行政法人農業
者年金基金」より１月 31 日までに送付されます。（ハガキ形式で送付されます。）
　「公的年金等の源泉徴収票」は紛失されないように大切に保管してください。
もし紛失された場合は「独立行政法人農業者年金基金」へ再交付の依頼をしてください。
問合せ・依頼先：独立行政法人農業者年金基金　給付課　TEL03 − 3502 − 3945

農業者年金へ加入している皆さまへ
　○�農業者年金の保険料は、確定申告の際、全額が社会保険料控除の対象です。
　○�農業者年金の保険料の納付額は、ＪＡの貯金通帳の記帳により確認できます。
　○農業者年金の保険料は、確定申告の際、証明書等の添付が不要です。
　　　※�証明書等の添付が不要であること及びＪＡの貯金通帳の記帳により保険料の納付額が確認

できることから、農業者年金基金は被保険者に証明書等は発行しておりません。ご理解を
よろしくお願いします。

　○�前納保険料は、今年または翌年のどちらかに確定申告することができます。

ステップアップ講座
　

近
年
酪
農
家
は
、
繁
殖
成
績
の
低
下
と

共
に
、
蹄
病
・
乳
房
炎
の
多
発
な
ど
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
蹄
病

が
原
因
に
よ
る
疾
病
は
、
繁
殖
成
績
の
悪

化
や
生
乳
生
産
の
減
産
（
粗
飼
料
摂
取
不

足
に
よ
る
）
に
つ
な
が
り
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

そ
こ
で
一
つ
で
も
問

題
の
改
善
が
で
き
る
よ
う
今
回
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
は
、
肢
蹄
の
見
方
と
肢
蹄

の
管
理
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

講
師
は
、『
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で

爪
の
薄
い
牛
は
、
後
踏
み
の
牛
が
多
く
寛

の
位
置
が
後
ろ
に
な
り
、
背
腰
が
緩
く
な
っ
て
い
る
。(
体
格
審
査
よ
り)

そ
こ
で

フ
ッ
ト
ケ
ア
ー
と
し
て
、
蹄
浴
や
こ
ま
め
な
削

蹄
を
行
う
こ
と
が
大
事
と
な
る
。
ま
た
、
育
成

段
階
で
１
度
削
蹄
を
行
う
と
爪
の
形
状
や
質
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
運
動
能

力
が
高
い
、
足
腰
の
し
っ
か
り
し
た
牛
に
な
り

ま
す
。』
と
、
肢
蹄
管
理
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

い
く
ら
お
い
し
い
餌
が
あ
っ
て
も
食
べ
に
行

け
な
い
悔
し
さ
！　

今
一
度
、
ご
自
分
の
牛
の

〝
足
”
を
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
酪
農
課　

深
見
課
長
》

繁殖編

『
体
型
審
査
か
ら
見
る
肢
蹄
評
価
・

肢
蹄
管
理
に
つ
い
て
』

講師の戸田先生
ツルータイプを片手に…

講
師
　
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
査
部
　
戸
田
　
敬
司 

氏永利さん：「もみあげからこめ髪の距離は？」
　　　　 「7.5㎝位かな！！」
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十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
釧
路
市
に
て
第
六
十
九
回
北
海

道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
道
各

地
か
ら
二
十
八
題
の
発
表
が
寄
せ
ら
れ
、
最
近
の
繁
殖
治
療
か
ら
、

牛
肉
の
好
み
の
変
化
ま
で
幅
広
い
発
表
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
特

別
講
演
で
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
協
の
河
原
氏
よ
り
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

選
抜
に
関
す
る
講
演
や
、
帯
広
畜
産
大
学
の
松
井
准
教
授
よ
り
受

胎
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
に
関
す
る
講
演
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
水
本
香
理
氏
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
当
農
協
か
ら
は
片
岡
係
の
「
暑
熱
ス
ト
レ
ス
指

標
と
し
て
の
牛
体
表
面
温
度
の
検
討
」
と
、
中
條
係
の
「
養
老
牛

乳
牛
改
良
同
志
会
の
取
り
組
み
～
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未
経
産
牛
の

育
成
発
育
調
査
～
」
の
二
題
を
発
表
致
し
ま
し
た
。
二
題
と
も
高
評
価
を
頂
き
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
全
国

大
会
へ
駒
を
進
め
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
来
年
二
月
に
東
京
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
他
の
研
究
発
表
に
お

い
て
も
現
場
の
授
精
業
務
の
際
の
参
考
に
な
る
話
題
が
多
く
、
今
回
得
た
新
た
な
情
報
を
今
後
現
場
で
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

（
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
※
優
秀
賞
は
全
国
大
会
に
て
発
表
）

優　

秀　

賞
：
片
岡　

美
幸
（
根
室
）「�
暑
熱
ス
ト
レ
ス
指
標
と
し
て
の
牛
体
表
面
温
度
の
検
討
」

　
　
　
　
　
　

山
崎　
　

崇
（
十
勝
）「�
牛
凍
結
融
解
精
子
の
高
温
暴
露
が
精
子
運
動
性
に
及
ぼ
す
影
響
」

　
　
　
　
　
　

中
條　

匡
晃
（
根
室
）「�

養
老
牛
乳
牛
改
良
同
志
会
の
取
り
組
み
～
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未
経

産
牛
の
育
成
発
育
調
査
～
」

努　

力　

賞
：
高
橋　

藍
未
（
根
室
）

　
　
　
　
　
　
「�

陰
部
の
角
度
が
繁
殖
成
績
に
及
ぼ
す
影
響
」

統
計
処
理
賞
：
富
永
な
お
み
（
十
勝
）

　
　
　
　
　
　

�

「�

黒
毛
和
種
に
お
け
る
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｓ
遺
伝
子
多
型
が
採

卵
成
績
や
胚
移
植
後
の
受
胎
率
に
及
ぼ
す
影
響
」

ス
ラ
イ
ド
賞
：
古
山　

敬
祐
（
根
室
）

　
　
　
　
　
　
「�

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
経
産
牛
に
お
け
る
発
情
後
出
血

の
見
ら
れ
る
時
期
及
び
人
工
授
精
後
の
受
胎
率
と

の
関
係
」

《
酪
農
課　

中
條
》

片岡美幸係

中條匡晃係

第69回北海道家畜人工授精技術研修大会参加
計根別より２人全国大会へ！

根室管内の授精師とジェネティクス北海道道東事業所の職員 受賞者
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第3回管内JA親睦ソフトバレーボール大会
　

十
二
月
一
日
（
日
）
に
根
室
地
区
の
Ｊ
Ａ
職
員
の
懇
親
を
目
的
と

し
た
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
十
チ
ー
ム
が
参

加
致
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
レ
ベ
ル
が
高
く
、
試
合
は
白
熱
し
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
中
、
な
ん
と
我
が
計
根
別
農
協
チ
ー
ム
が
優
勝
致
し

ま
し
た
！

　

試
合
終
了
後
は
懇
親
会
を
行
い
、
農
協
間
の
懇
親
も
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
《
営
農
支
援
課　

吉
田
係
》

優　

勝　

計
根
別
農
協
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝　

標
津
農
協
Ａ
チ
ー
ム

準優勝の標津農協Aチームさん

決してスポーツウェア広告の
写真ではありません

優勝の計根別農協Bチーム

玉
置
ア
タ
ッ
ク
２
０
１
３
炸
裂
！

頑
張
れ
！
大
会
最
年
長
金
野
課
長
!!
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成25年度11月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 7,810,148 98.7 65,816,035 98.7 142　　　　
Ｊ Ａ 中 標 津 町 9,957,643 96.3 85,091,691 97.8 180　　　　
Ｊ Ａ 計 根 別 6,637,015 94.5 56,631,021 96.4 150(-2)
Ｊ Ａ 中 春 別 9,080,940 94.5 77,433,440 96.9 173　　　　

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,528,450 94.0 64,451,707 97.3 162　　　　
上 春 別 支 所 4,951,295 93.6 42,364,604 97.1 80　　　　
別 海 本 所 12,573,713 95.8 111,839,551 97.5 262(-1)
根 室 支 所 3,738,129 95.4 32,723,603 96.7 90(-1)
小　　　　計 28,791,587 93.7 251,379,465 97.3 594(-2)

合　　　　　計 62,277,333 94.9 536,351,652 97.4 1,239(-4)

ホクレン根室家畜市場 一般市場　12月4日開催分　 税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル　オス 182 181 76,650 105 34,524 -5,143
初生・ホル　ﾌﾘｰﾏﾁﾝ 3 2 4,200 1,050 2,625 178
初生・ホル　メス 35 30 156,450 52,500 111,335 -10,045
初 生・F 1 　オス 125 125 244,650 31,500 181,558 6,636
初 生・F 1 　メス 85 85 178,500 31,500 140,959 6,137
初生・和牛　オス 24 22 397,950 296,100 360,818 19,305
初生・和牛　メス 15 15 338,100 266,700 302,890 17,115
初生・肉専用種　オス
初生・肉専用種　オス 1 1 149,100 149,100 149,100
初生・その他　オス
乳牛・ホル　育成 100 86 325,500 78,750 252,269 13,297
乳牛・ホル　初妊 37 34 522,900 315,000 434,638 2,497
乳牛・ホ無　初妊牛 1 1 462,000 462,000 462,000 -29,400
乳牛・ホル　経産 7 7 219,450 157,500 189,150 -82,650
乳牛・ホ無　経産
肉素・乳用交雑（F1）メス
肉素・乳用交雑（F1）オス 1 1 154,350 154,350 154,350
肉素・ホル中ﾄｸ　メス
肉素・ホル中ﾄｸ　ﾇキ 2 2 30,450 22,050 26,250 -27,930
肉素・ホル中ﾄｸ　オス
肉素・ホル12ヶ月以上メス 19 19 214,200 10,500 148,492 10,534
肉素・黒毛和種メス 2 2 281,400 239,400 260,400 -92,400
肉素・黒毛和種ﾇキ
廃用・乳用交雑種
廃 用・ ホ ル 190 187 196,350 33,600 101,216 963
廃 用・肉 専用 種 1 1 307,650 307,650 307,650 61,950
廃 用 ・ そ の 他 8 8 449,400 306,600 394,800

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　10月24日開催分  税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

乳牛・ホル　初妊 349 294 583,800 333,900 486,525 -27,040
乳牛・ホル�初妊ET 30 18 688,800 399,000 611,917 -9,683
乳牛・ホ無　初妊 11 6 493,500 402,150 444,325 -52,745
乳牛・ホル�経産牛
その他の乳用種 1 1 73,500 73,500 73,500
合　　　　計 391 319 688,800 73,500 491,512 -25,598

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　12月16日現在 900円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　11月15日開催分　　　　　税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 571 546 646,800 212,100 467,963 17,842
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 128 121 678,300 299,250 509,701 2,909
肉牛・黒毛　メス計 699 667 678,300 212,100 475,535 12,534
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 695 657 741,300 324,450 568,521 32,810
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 155 147 740,250 404,250 598,357 35,189
肉牛・黒毛　去勢計 850 804 741,300 324,450 573,976 33,339
繁 殖 ・ 黒 毛 74 72 691,950 190,050 439,221 14,527
廃 用 ・ 黒 毛 89 88 655,200 70,350 301,875 31,944
廃 用 ・ 褐 毛
廃用肉専用種

　　　　　12月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭���数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,479 − 116
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,293 86
そ の 他 の 未 経 産 29 0

計 7,801 -30
経 産 牛 （ ホ ル ） 10,539 − 113
そ の 他 の 経 産 牛 26 1

計 10,565 − 112
合　　　　　　　計 18,366 − 142

肉　　用　　種（区分） 頭���数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 619 2
黒 毛 和 種　 オ ス 92 − 5

計 711 − 3
F １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 49 − 4
F １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 44 − 7

計 93 − 11
合　　　　　　　計 804 − 14
総　　　合　　　計 19,170 − 156

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数



13

め
エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
量
は
増
加
し
ま

す
。
子
牛
の
増
体
が
悪
い
と
感
じ
た

場
合
に
は
、ほ
乳
量
の
増
加
、ス
タ
ー

タ
ー
の
増
給
、
ま
た
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
高
い
銘
柄
へ
の
変
更
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
凍
結
せ
ず
に

水
が
飲
め
て
い
る
か
ど
う
か
も
重
要

で
す
。
給
水
回
数
の
増
加
、
ぬ
る
ま

湯
の
給
与
な
ど
、
飲
水
時
間
の
確
保

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

牧
場
の
将
来
を
担
う
子
牛
の
寒
冷

対
策
は
大
変
重
要
で
す
。
今
一
度
、

ご
確
認
下
さ
い
。

　

日
に
日
に
、
気
温
が
低
く
な
り
、

夜
間
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

子
牛
は
成
牛
に
比
べ
、
代
謝
が
少

な
く
、
体
脂
肪
が
少
な
い
た
め
、
一

段
と
寒
冷
の
影
響
を
受
け
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
子
牛
は
と
て
も
寒

さ
に
弱
い
生
き
物
で
す
が
、
適
切
な

管
理
で
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

 

寒
冷
対
策

　

体
熱
が
奪
わ
れ
な
い
よ
う
な
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
体
を
濡
ら
さ
な
い
、
汚
さ
な
い

　

体
を
ふ
ん
尿
な
ど
で
汚
さ
ず
、
常

に
乾
い
た
状
態
を
維
持
す
る
た
め
、

汚
れ
た
敷
料
を
こ
ま
め
に
交
換
す
る
、

乾
い
た
新
鮮
な
敷
料
を
厚
く
敷
く
等

の
管
理
を
し
ま
す
。

②
す
き
ま
風
を
入
れ
な
い

　

施
設
内
の
換
気
口
な
ど
か
ら
の
冷

た
い
風
が
直
接
、
牛
に
当
た
ら
な
い

よ
う
管
理
し
ま
す
。

③
冷
た
い
も
の
に
触
れ
さ
せ
な
い

　

敷
料
が
不
足
し
た
状
態
で
、
か
つ

牛
床
が
冷
た
い
と
、
常
に
寝
て
い
る

時
に
腹
等
が
冷
た
い
も
の
に
触
れ
て

い
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
牛
床
や
壁

に
断
熱
材
を
利
用
し
た
り
敷
料
増
量

等
を
行
い
、
冷
た
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

④
保
温
性
を
上
げ
る

　

自
身
の
熱
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
、

工
夫
し
ま
す
。
防
寒
着
（
写
真
１
）

は
こ
ま
め
に
脱
ぎ
着
さ
せ
る
と
体
温

調
節
が
で
き
ず
体
調
を
壊
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
腹

が
冷
え
て
い
な
い
か
、
状
況
を
常
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

� 

施
設
の
工
夫

　

寒
冷
対
策
は
、
子
牛
が
い
る
施
設

に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
一
例
を
紹
介

し
ま
す
。

<

カ
ー
フ
ハ
ッ
チ>

・�
で
き
る
だ
け
太
陽
熱
を
取
り
込
む

た
め
、
開
口
部
を
南
東
向
き
に
置

く
。

<

個
別
ペ
ン>

・�

天
井
や
仕
切
り
に
二
重
に
し
た

シ
ー
ト
や
コ
ン
パ
ネ
を
設
置
し
保

温
性
を
高
め
る
（
写
真
２
）。

<

集
団
ほ
育
施
設>

・�

中
天
井
を
つ
け
、
仕
切
り
は
風
を

通
さ
な
い
素
材
に
す
る
。
寝
床
に

直
接
ハ
ッ
チ
を
置
き
、
風
よ
け
に

使
う
（
写
真
３
）。

　

い
ず
れ
の
施
設
で
も
、
牛
の
入
れ

替
え
時
に
は
、
シ
ー
ト
や
敷
料
の
交

換
、
石
灰
塗
布
等
が
下
痢
対
策
と
し

て
有
効
で
す
。

 

冬
期
間
の
換
気

　

冬
期
間
は
寒
冷
対
策
を
優
先
し
て
、

換
気
が
不
十
分
に
な
り
が
ち
で
す
。

子
牛
の
時
期
に
呼
吸
器
病
に
か
か
る

と
、
肺
機
能
の
低
下
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
ロ
ス
が
生
じ
、
そ
の
後
の
発
育

や
成
牛
に
な
っ
た
時
の
生
産
性
が
大

き
く
低
下
し
ま
す
。

　

寒
い
か
ら
と
い
っ
て
閉
め
き
ら
ず
、

日
中
の
暖
か
い
時
間
を
う
ま
く
利
用

し
て
換
気
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 

餌
と
水

　

気
温
が
下
が
る
と
体
温
維
持
の
た

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

寒冷期の子牛の管理

写真１　防寒着

写真３　集団ほ育施設での寒冷対策

写真２　個別ペンでの寒冷対策

・�一度着せたら何度も
脱ぎ着させない
・必ず洗って着せる

シートやコンパネを天板にして体温で暖まった熱を逃がさない
換気を確保するため前方は開放する

左：中天井をつけて仕切りにコンパネを設置、保温性を高める
右：ハッチを設置して、寒い時に自由に入れるようにする
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Ｃ

Ｂ

A

Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ

H

1 2 3 54

6 87

9 10 11

12 13

16 17

14 15

18 19 20

21 22

１　ただ今、○○○のテスト中

３　パロディー、替え歌

６　「○○が建つ」は、大金持

ちになることのたとえ

８　聖夜に降ればロマンチック

９　祝賀の式典で○○玉を割

ります

11　双子を英語でこういいます

12　履歴書に記入する各種技

能の○○○

14　人のあごの骨のことですね

17　ジャンプやモーグルもこ

の仲間

18　かじとブレーキのある鋼

鉄製のそり

21　サツマイモは○○よりう

まい十三里

22　『人形の家』を書いたノル

ウェーの劇作家

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成26年１月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」２月号誌上

クロスワードパズル

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

A B C D E Ｆ ＨＧ

１　風邪をひいたらこれを着

用するのがエチケット

２　掛け算の基礎といえば

４　経営利益に特別損失を加

減したもの

５　千人○○の強い頼りや助力

７　幸運を祈って「グッド○

　　○○」

10　○○詰めの満員電車

13　「闇夜に○○○」とは見分

けにくいたとえ

15　味噌、塩、しょうゆ、イ

ンスタント……

16　飾り気がなく自然であり

のままなこと

17　ポタージュにコンソメ

19　寒い季節にとれる脂が乗

っておいしい寒○○

20　たとえとして挙げる

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
11月号の答え キリシマレンザン

【タテのカギ】 【ヨコのカギ】

あ
と
が
き

　

今
年
一
年
間
、
広
報
け
ね
べ
つ
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
平
成
二
十
五
年
も
毎
月
欠
か
さ
ず
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
誤
字
脱
字
を
は
じ
め
間
違
っ
た
情
報
や
不
適
切
な
表
現
な
ど

反
省
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
酪
農
家
に

と
っ
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
表
明
を
機
に
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
た
年
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
農
協
で
は
新
規
就
農
者
は
三
戸
入
っ
た
も
の
の
搾
乳
休
止
者
は

十
戸
と
搾
乳
農
家
は
一
五
〇
戸
と
激
減
し
て
お
り
、
地
域
に
お
い
て
は
土
地
が
余
り
だ

し
て
き
て
、
既
に
各
個
人
に
買
っ
て
も
ら
う
に
は
限
界
が
来
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
対
し
今
後
、
ど
う
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
来
年
こ
そ
良
い
年
に
と
願
い
ま
す
が
、
特
別
良

い
年
で
な
く
て
も
平
穏
無
事
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。　

《
営
農
部
営
農
企
画
課　

広
報
担
当　

大
矢
根
裕
辞
》

佐藤あゆ奈さん　小林　誉子さん　宍戸　陽菜さん
　松本クニ子さん　浮中　弘子さん
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喜来なつみさん  餅つきに挑戦！！
相澤校長：「思いだすな、田舎の母ちゃんを…！」

「母ちゃ～ん…涙」

お餅最高！！

ウォーリャー！！
ストレス解消になるな…

こんにちは
松永ファミリーです！！

親子餅つき大会12/８㈰
中標津交流センターにて


